
□ 調査の主な内容

□ 調査対象者

４．感染拡大させないために

積極的疫学調査１

○ 積極的疫学調査とは、感染の拡がりを抑え込むため、感染症など
の発生状況、感染した方等の症状や行動歴などを調べること。保健
所や国立感染症研究所などの公的機関によって行われる

○ 感染拡大の防止には、保健所等が、積極的疫学調査等で収集した
情報を分析、公表することにより、必要な対策をとることが重要
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・患者や濃厚接触者

・調査対象者に関する情報
（性別、年齢、居住地、症状、経過など）

・調査対象者の行動に関する情報
（行動歴、接触者など）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大イメージ



４．感染拡大させないために

アプリ等の活用２

□ 周囲で感染が発生した場合に備え、国の接触確認アプリ（ＣＯＣ
ＯＡ）や道のコロナ通知システムを活用し、感染拡大を早期に抑え
込むことが重要。

□ これらのシステムでは、利用者の氏名、住所、電話番号、ＧＰＳ
位置情報などは、取得しない。

□ 万が一、感染が疑われる場合には、その後の対応等が、
スムーズに受けられるメリット
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国のＣＯＣＯＡの機能

「行動」に着目し、感染者と接
触した可能性がある方に連絡
（※接触した場所は分からない）

道のコロナ通知システムの機能

「場所」に着目し、感染者と同
じ施設を利用した方に連絡
（※接触した可能性は分からない）

両方のシステム
を活用すること
で、機能を補完



４．感染拡大させないために

国の接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）

利用者の登録 施設等利用者へのお知らせ（フォローアップ）

利用に同意
アプリをインストール

厚生労働省

□ Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈによる接触の検知

□ プライバシーに最大限配慮

・電話番号、位置情報などは記録しない
・どこで、いつ誰と接触したか、互いにわからない

・１メートル以内、１５分以上接触した可能性を検知

□ 陽性者との接触の可能性を通知、検査などを案内

厚労省システム
（HER-SYS）
/通知サーバー

近接の可能性
を通知

帰国者・接触者外来等
の受診までをアプリまた
はコールセンターで案内

保健所 帰国者・接触者
外来等を受診

・国や自治体では、個人情報や陽性者と接触者の関係はわからない
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陽性者

厚生労働省ＨＰを基に北海道作成

陽性者の把握、
本人確認



４．感染拡大させないために

北海道コロナ通知システム

施設等利用者の登録

施設・イベント主催者

北海道コロナ
通知システム①登録

②ＱＲコード付与

利用者

③コード
読み取り

④メール
アドレス
登録

施設等利用者へのお知らせ（フォローアップ）

感染者

「感染者と同じ施設等の利用」
「体調管理の注意喚起」
をメールでお知らせ

施設等利用者

行動確認
利用施設等説明

保健所

発
生
報
告

利
用
施
設
等
情
報
提
供

通知メール
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ＳＡＭＰＬＥ

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。


